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SUBARU

BRZ 第二章 、開幕。“続”

スポーツカーを極限まで鍛え抜く

SUBARU BRZ PROTOTYPE（※１）
Specifications
全長×全幅×全高 4265×1775×1310mm
ホイールベース 2575mm
車両重量 1270kg（※２）
エンジン 水平対向4気筒2.4L／D-4S（※３）
最高出力 173kw（235ps）
最大トルク 250N・m
駆動方式 FR
ミッション 6MT／6AT

※１ 本冊子に掲載しているSUBARU BRZはPROTOTYPEです。実際の仕様とは異なる場合があります。　※２ 6MT車の車両重量。
※３ TOYOTA D-4S（Direct injection 4 stroke gasoline engine Superior version）はトヨタ自動車株式会社の登録商標です。
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新
型
Ｂ
Ｒ
Ｚ
で
、
最
も
視
線
を
集
め
る

の
は
、
新
開
発
の
２
・
４
Ｌ
水
平
対
向
４

気
筒
エ
ン
ジ
ン
だ
ろ
う
。
現
行
型
の
２
・

０
Ｌ
は
、
持
ち
味
で
あ
る
高
回
転
を
活
か

し
た
気
持
ち
よ
い
回
転
フ
ィ
ー
ル
が
味
わ

え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
ト
ル
ク

バ
ン
ド
の
落
ち
込
み
や
パ
ワ
ー
不
足
が
、

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
だ
か

ら
こ
そ
第
二
世
代
に
向
け
て
、
新
エ
ン
ジ

ン
の
検
討
は
必
然
と
い
え
た
。
し
か
し
、

彼
ら
が
導
き
だ
し
た
答
え
は
、
２
・
０
Ｌ

の
改
良
で
も
タ
ー
ボ
化
で
も
な
い
。
排
気

量
ア
ッ
プ
と
い
う
選
択
で
あ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｚ
が
究
極
の
ピ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
を
目
指
す
以
上
、
扱
い
や
す
さ
と
吹
け

上
が
り
の
良
さ
を
両
立
す
る
エ
ン
ジ
ン
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
自
然
吸
気

エ
ン
ジ
ン
が
最
適
だ
。
し
か
し
、
２
・
０

Ｌ
の
ま
ま
で
は
性
能
的
な
限
界
が
あ
り
、

タ
ー
ボ
化
で
は
Ｂ
Ｒ
Ｚ
の
持
ち
味
が
薄
れ

排気量アップに合わせ冷却性能もアップ
排気量の拡大と高出力化
に対応すべく、補機類も
見直した。性能を安定し
て発揮するために重要とな
る冷却系は、ラジエーター
の容量アップに加え、新
たにオイルクーラーも追加。
最高出力の235psを高回
転域で発揮する新エンジン
の持ち味を活かした走りが
楽しめる。

NEW SUBARU BRZ MECHANISM

Text by Yasuhiro Ohto

加速力と伸びのあるフィーリングを求め
専用設計の「FA24」を搭載

て
し
ま
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
パ
ワ
ー
と
ト

ル
ク
を
両
立
で
き
る
排
気
量
の
拡
大
は
、

当
然
の
結
果
と
い
え
た
。

　

た
だ
排
気
量
の
拡
大
は
、
パ
ワ
ー
ト
レ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、
車
両
全
体
の
重
量
増
、

そ
し
て
軽
快
さ
の
ス
ポ
イ
ル
に
も
繋
が
る

可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
で
も
決
断
し
た
の

は
、
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
極
め
た
い
と

い
う
情
熱
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
Ｆ
Ａ
24
エ
ン
ジ
ン
は
、
新
型
Ｂ
Ｒ

Ｚ
用
と
し
て
細
部
ま
で
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を

施
し
専
用
化
。
最
高
出
力
は
２
３
５
ps
で
、

現
行
型
同
様
に
伸
び
や
か
な
高
回
転
型
エ

ン
ジ
ン
へ
と
調
教
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も

最
大
ト
ル
ク
は
３
７
０
０
回
転
で
発
生
し
、

そ
の
後
も
厚
み
の
あ
る
ト
ル
ク
領
域
を
持

つ
。
ま
さ
に
大
排
気
量
が
生
む
高
ト
ル
ク

と
、
自
然
吸
気
エ
ン
ジ
ン
の
滑
ら
か
さ
を

兼
ね
備
え
た
理
想
的
な
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

ドライビングフィールの「格」を一段も二段も高めた
新開発のプラットフォーム

　

美
し
い
内
外
装
に
包
み
込
ま
れ
、
直
接

目
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
モ
ノ
コ
ッ
ク

ボ
デ
ィ
に
も
、
大
き
く
メ
ス
が
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
基
本
的
な
構
造
は
、
現
行
型
を

ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
が
、
大
幅
な
設
計
変

更
に
よ
り
、
別
物
へ
と
進
化
を
遂
げ
て
い

る
の
だ
。
最
大
の
特
徴
は
、
新
世
代
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｓ
Ｇ
Ｐ
（
ス
バ
ル
グ
ロ

ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」
の
知
見

を
取
り
入
れ
た
「
イ
ン
ナ
ー
フ
レ
ー
ム
構

造
」
に
あ
る
。
新
型
レ
ヴ
ォ
ー
グ
で
採
用

し
た
フ
ル
イ
ン
ナ
ー
フ
レ
ー
ム
構
造
同
様

に
、
ボ
デ
ィ
サ
イ
ド
の
ア
ウ
タ
ー
パ
ネ
ル

を
後
付
け
と
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
よ
り

も
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
の
箇
所
を
拡
大
。
さ
ら

に
Ｓ
Ｇ
Ｐ
よ
り
活
用
を
始
め
た
構
造
用
接

着
剤
は
、
１
台
で
全
長
16
ｍ
分
も
塗
布
す

る
こ
と
で
溶
接
部
の
密
着
性
を
高
め
て
、

ボ
デ
ィ
剛
性
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

こ
の
他
に
も
骨
格
配
置
の
変
更
な
ど
を
加

え
る
こ
と
で
、
フ
ロ
ン
ト
ス
ト
ラ
ッ
ト
軸

曲
げ
剛
性
が
60
％
、
車
体
の
ね
じ
れ
剛
性

が
50
％
そ
れ
ぞ
れ
向
上
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
衝
突
安
全
性
能
も
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
よ
り
安
心
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
。

　

た
だ
ボ
デ
ィ
剛
性
の
強
化
は
、
重
量
と

も
密
接
に
関
係
す
る
。
し
か
し
、
単
に
軽

く
す
れ
ば
良
い
わ
け
で
は
な
い
の
が
、
Ｂ

Ｒ
Ｚ
の
難
し
い
と
こ
ろ
。
重
量
削
減
箇
所

に
よ
る
重
心
や
前
後
重
量
配
分
へ
の
影
響

は
走
り
に
悪
影
響
を
与
え
る
か
ら
だ
。
そ

の
上
、
持
ち
味
で
あ
る
低
重
心
を
よ
り
際

立
た
せ
る
べ
く
、
さ
ら
に
約
５
㎜
下
げ
る

こ
と
を
開
発
目
標
に
掲
げ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ

そ
、
究
極
の
ピ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
実

現
で
き
た
の
だ
。

ボディ剛性UPや
安全装備充実での
重量増を開発努力で制御
軽量コンパクトが持ち味のBRZ。しかし、厳し
い衝突安全基準への対応や安全装備の強化
などにより、車両全体で75kgの重量増に。そ
こで目標を±0とする厳しいダイエット作戦を決
行。最終的には、性能を高めながらも重量を
現行同等レベルとした。走りの良さに大きく貢
献しているのが、初採用となるアルミルーフ。
クルマの最も高い場所であるため、軽量化だ
けでなく、低重心化への効果も大きいのだ。

走り込みを重ねさらに進化したサスペンション
意のままに操れ、安定
感ある走りを生むサスペ
ンションには、ボディ剛
性に加え、取り付け部
剛性も重要となる。新
型では、その点も抜かり
なく強化。BRZの味付
けは、コントロール性に
優れるだけでなく、安定
性も抜群。だからFRな
がら、雪道でも安心し
て走らせることが出来る。

REARFRONT

2 . 4 L 水 平 対 向 4 気 筒

BRZ専用チューニングを施したインナーフレーム構造で剛性をアップ。軽量化を実現するため、ルー
フ、ボンネット、フェンダーの3カ所にはアルミ合板（赤い部分）を採用。

空力性能をさらに突き詰める
スポーツカーらしさを強調するエアロパーツ。
しかし、雰囲気重視のものも含まれること
が多いのも事実。BRZはスタンダードなデ
ザインのままでも、優れた空力特性の追求
に挑戦。リヤスポイラーやサイドシルスポイ
ラーをボディ一体式に。さらにエアダクトは、
空力効果を最大限に発揮させるべく、徹底
した比較テストを実施したほど。その一例が、
グラマラスなフロントフェンダーに設けられた
エアアウトレットで、操縦安定性の向上に
一役買っている。全ての形に意味がある
のが、BRZイズムなのだ。

※TOYOTA D-4S（Direct injection 4 stroke gasoline engine Superior version）はトヨタ自動車株式会社の登録商標です。


















